
                           （令和 3年 08月 23日） 

 ＜ ワンポイントレッスン（理論・基礎知識）＞ 

  ＜経済統計－基礎データ・４（米国小売売上高）＞ 

 

米国では、小売業と飲食業の合計額を「小売売上高（合計）」として取り扱っています。

そして、個々の業種別数値以外では①．小売売上高（合計）、②.合計額から自動車・部品販

売業を除いたもの、③.同合計額からガソリン（スタンド）を除いたもの、④．同合計額から

自動車・部品とガソリンを除いたもの、⑤．小売業が集計されています。 

 下表は、「小売と飲食合計」を中央に、左側に「小売業」と「飲食業」、右側に「自動車・

部品販売店」と「ガソリンスタンド」の推移をまとめてみました。  

                             

 

         米国商務省（Census）統計から作成 

 

前回は、日本と米国の鉱工業生産指数の動きを比較しました。小売売上高（合計）は、落

ち込む月もありましたが順調に拡大。そして今年 3 月に大幅に増加しました。ワクチン接

種の進展、景気回復などが寄与と伝えられています。 

今週は、米国小売売上高の動きには、日本との比較は加えていません。日本は、「少子・

高齢化が進み、以前にこのコーナーで取上げましたが「人口減少」も。消費のベースとなる

背景が大きく異なってきました。 

                              （了） 


